
 

 

 

 

 

 

 

第 2105回例会 

2022 年 7 月 25日(月) 
海南商工会議所４F 12:30～ 

前年度決算報告・監査報告、本年度予算 

100％出席表彰 

 

１． 開会点鐘 

２．ロータリーソング  「それでこそロータリー」 

３．出席報告 

会員総数 44名 出席者数 24 名 

出席義務規定適用免除会員  3 名 

出席率 58.54%  前回修正出席率 68.29% 
 

４．会長スピ-チ        会長 中村 俊之 君 

皆さんこんにちは。まず、報

告事項ですが、7月 23日（土）

に 2640 地区のクラブ会員増

強・維持委員長会議に出席して

きました。出張帰りで疲れてい

たので、居眠りをしてしまうの

ではと思っていましたが、講師

の田中久夫さんが大学教授をしているだけに話も

聞きやすく、最後まで楽しく勉強させていただきま

した。 

次に６月１３日に開催された理事会に於いて決

定した主な内容について報告させていただきます。 

・８月プログラムの件 

・国際奉仕委員会 地区補助金事業計画の件 

 前年同様にフィリピンにて手洗い場の設置、修繕 

・予算案の件 この後、千賀幹事より説明 

・新入会員歓迎会の件 ８月１日（月）にて行う 

・ＩＤＭの件 ９月末から１０月１０日の間に開催

予定 

・ＲＬＩ、ＤＬ（ディスカッションリーダー）推薦

の件 今年は推薦者なし 

以上の件が可決されました。 

続きまして、２０２２年規定審議会において採択

された制定案に対する意見表明について、理事各位

と話し合いの結果 ２２－１５の衛星クラブにつ

いても会員はいずれかのクラブの会員となる。（ス

ポンサークラブとの関係が薄くなる） 

 ０２－７１ クラブの管理の試験的プロジェク

トについて規定する件（クラブを監督する方法とし

て現在の地区の役割に代わる組織が創設される可

能性を包含している。） 

２件について立法案反対を表明することとし、立法

案反対表明を提出する事と致します。 

さて、本日例会は決算報告・監査報告、予算案審

議、100％出席表彰を行います。 

予算案につきましては、物価高騰により例会費

（食事代等）の増額や円安によるＲＩ人頭分担金、

ロータリー財団への増額もありましたが、何とか本

年度は会費を上げることなく予算組をすることが

できましたが、本会計が厳しいやりくりの中、特別

会計が繰越等により潤沢な予算があるといういび

つな状態となってきています。今後どのように調整

していくか考えなければいけない状況になってき

ていると考えられます。 

 

５．幹事報告        幹事 千賀 知起 君 

〇例会臨時変更のお知らせ 

和歌山東 RC ８月４日（木）→ ８月４日（木） 

18：30～ ダイワロイネットホテル 

和歌山中 RC ８月５日（土）→ ８月５日（土） 

18：00～ 「納涼家族会」 

ダイワロイネットホテル 

〇例会取り止めのご案内 

和歌山北 RC  ７月２５日（月）８月１日（月） 

有田南 RC   ７月２６日（火）から当分の間 

 和歌山西 RC  ７月２７日（水）→２６日（火） 

新宮 RC    ７月２７日（水） 

 和歌山城南 RC ７月２８日（木） 

 海南西 RC   ７月２８日（木） 

〇休会のお知らせ 

 和歌山東南 RC ８月１０日（水） ３１日（水） 

 和歌山中 RC  ８月１２日（金） 

 

６．前年度決算報告・監査報告  

  直前幹事 

   宇恵 久視 君 

 

  監査報告 

   岸  友子 君 

No.2105 

 

会長 中村 俊之    幹事 千賀 知起   ＳＡＡ 田中 淳 

D i s t r i c t  2 6 4 0  J a p a n 

 CLUB JAPAN 

ＲＩ会長 ジェニファー・ジョーンズ 

イマジン ロータリー 



７．本年度予算案     幹事 千賀 知起 君 

 予算案の説明後、審議し、原案通り

承認しました。  

 

 

 

 

８．100％出席表彰 

31年 谷脇良樹 山東剛一 

26年 花畑重靖    

25年 花田宗弘    

22年 山畑弥生    

21年 寺下 卓 上野山雅也   

18年 中西秀文    

17年 阪口洋一    

15年 魚谷幸司    

12年 中村俊之 千賀知起 大江久夫  

10年 田岡郁敏    

9年  重光孝義    

5年  前田克仁    

4年  宇恵久視  倉橋順子   

3年  田中 淳    

2年  角谷太基  楠部 均  

奥 喜全  田中祥秀 

 

９．閉会点鐘 

 

 

 

 

ロータリーによる対応 

ウクライナ支援 
 

ロータリー財団と世界中のロータリークラブが、

戦争で家を失ったウクライナの人びとに資金、物資、

サービスを提供するため、迅速に行動しています。 

ロータリー財団は 1,500 万ドル以上の寄付を集め、

ウクライナの人びとに水、食料、シェルター、医薬

品、衣料などの必需品を提供するための支援を行っ

ています。4 月 30 日以降に災害救援基金に寄せら

れたご寄付は、災害からの復興支援を必要とする世

界中の地域社会で利用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ポーランドにある倉庫で、寄贈された物資を梱包するロー

タリー会員とその他のボランティア。難民の主要な拠点で、

欧州のクラブからの援助の調整が行われています 

寄り添う家族 
ロシアがウクライナに侵攻した直後、イリーナ・

ブシュミナさんは、キーウ（キエフ）の自宅からオ

ーストリアのウィーンに避難し、ロータリアンの家

に身を寄せました。Kyiv-Cityローターアクトクラ

ブの会員であるブシュミナさんは、 Rotaract 

Europeと協力し、「United for Peace」というウェ

ブサイトを通じて数千人の難民のためのシェルタ

ーを探しています。 

「以前からロータリーは大きな家族だと話して

はいましたが、今では本当にそれを実感していま

す」とブシュミナさん。このファミリーは、難民に

寄り添ってくれる人たちだと感じています。 

 

平和の祈りを込めたコンサート 
エレナ・ボンダレンコ（平石）さんは、ウクライ

ナ東部のドニプロで育ちました。父親はウクライナ

人、母親はロシア人。21 歳で広島に移り、広島西

南ロータリークラブの会員である夫の雅史さんと

出会いました。ウクライナ戦争が勃発したとき、当

時第 2710 地区ガバナーだった杉川聡氏から、広島

西南ロータリークラブで話をするよう招待されま

した。ボンダレンコさんは、日本のクラブとウクラ

イナのロータリーリーダーを結びつけ、救援活動を

支援しました。 

バイオリンを習っている末の息子さんも、音楽を

通じて支援活動に参加しています。春にはピアニス

トの友人と室内楽コンサートを開き、その収益金を

ウクライナの人びとの支援に充てています。 

「音楽とは、国を問わず誰でも理解できる共通言

語だと思います。コンサートの前、息子は『平和の

祈りを込めて弾く』と言っていました」 

 

次回例会 

第 2106回 2022年 8月 1(月) 

海南商工会議所 4F 19:00～ 

お誕生日、結婚記念日のお祝い 

新会員歓迎会 
 

 

 

 

 

土井 元司 君 孫がコロナにかかり、７日間自宅

にてようやく解除されました。 

宇恵 久視 君 魚谷さん、昨日はありがとうござ

いました 

谷脇 良樹 君 魚谷さん、大変お世話になりまし

た。 

 

 

 

 

 

 


